
第４８回通常総代会開催される 
森町森林組合は第４８回通常総代会を９月３０日、三倉総合センター

で開催しました。当森林組合総代４１名が出席し、平成１９年度事業報告

等の提出議案が全て原案どおり承認されました。 

また、森町長代理竹山正敏産業課長補佐様・中遠農林事務所長油

井日出雄様・静岡県森林組合連合会長榛村純一様など多数の来賓の

方々が駆け付け祝辞を述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よ
み
が
え
れ
！
森
の
力 

森 

の 

力 

再 

生 

事 

業 

静
岡
県
土
の
六
五
％
を
占
め
る
森
林
は
水
源
涵
養
や
災
害
防
止
な
ど
と

い
っ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
「
森
の
力
」
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
林
業
の
低

迷
等
に
よ
り
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
放
置
さ
れ
、
荒
廃
し
た
森

林
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
静
岡
県
で
は
「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

を
導
入
し
、
こ
の
税
を
財
源
と
し
て
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
す
る
「
森
の

力
再
生
事
業
」
を
平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

森
林
所
有
者
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
荒
廃
森
林
を
、
森
林
組
合
な
ど
の

森
林
づ
く
り
の
プ
ロ
が
整
備
す
る
も
の
で
す
。
費
用
は
静
岡
県
が
負
担
し
ま

す
の
で
、
森
林
所
有
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
安
全
で
快
適
な
県
土

を
つ
く
る
た
め
、
森
林
所
有
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。 

対
象
森
林
に
つ
い
て 

困
難
性
・
林
業
な
ど
経
済
活
動
を
通
じ
て
森
林
の
権
利

者
に
よ
る
整
備
が
困
難
な
私
有
林
（
道
か
ら

遠
距
離
・
急
傾
斜
・
小
規
模
等
） 

公
益
性
・
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源
涵
養
等
の
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
森
林
（
森
町
森
林

整
備
計
画
に
定
め
る
水
土
保
全
林
や
森
と
人

と
の
共
生
林
。
た
だ
し
保
安
林
は
除
く
） 

緊
急
性
・
緊
急
に
整
備
が
必
要
な
荒
廃
し
た
森
林
（
下

草
が
消
滅
ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
森
林
） 

当
森
林
組
合
も
平
成
十
八
年
度
か
ら
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
や
詳
し
い
内
容
・
ご
質

問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
森
林
組
合
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ００ ００ ８８ 年年

秋秋  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．７７  
発発行行日日  ２２００．．１１００．．２２７７  三三三木木木ののの森森森

ももも

林林林
りりり

だだだよよよりりり
森 町 森 林 組 合  

新新ＳＳＴＴＡＡＦＦＦＦのの紹紹介介  

森町森林組合の新年度を迎える

とともに庶務・購買担当として新

職員が加わりました。 

『この１０月より森町森林組合に

お世話になる事になった、加藤美

幸です。生まれは旧春野町で現在

は結婚して森町三倉（大河内）に

住んでいます。山仕事はあまり知

らないので皆さんに迷惑を掛ける

事があると思いますが頑張ってい

きますので、よろしくお願いしま

す。 

仕事内容は庶務・購買担当なの

で、次回からの『三木の森林だよ

り』購買情報には皆様のお役に立

つ商品をご紹介します。是非、お

近くにお越しの祭は、森町森林組

合事務所にお立ち寄り下さい。』 

 総代会を終えて！ 藤川常務が語る   

平成１９年度の通常総代会も無事に終えて、ほっとしているの

が実感であります。これも組合員皆様のご協力の賜と感謝してお

ります。組合として組合員の負純に応じるべき努力をしていかなけ

ればなりません。 

それには、施業の集約化・機械化による搬出コストの削減、県

民税による森の力再生事業を中心とした森林整備等、補助事

業の有効活用。 

又、労働力の確保は急務となり、新規技術員の養成、採用、

管理費の見直し等、課題は山積しておりますが、今後とも皆様の

一層のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

平成２０年１０月２０日 

代表理事常務 藤 川 英 夫

議
案
審
議
に
先
立
ち
鈴
木
奉
久
組
合
長
は
挨
拶

で
、
間
伐
を
は
じ
め
と
す
る
適
正
な
管
理
、
低
コ
ス
ト

施
業
に
は
一
層
の
研
鑽
を
進
め
少
し
で
も
多
く
山
主

に
材
価
と
し
て
還
元
出
来
る
よ
う
努
力
し
、
森
林
組

合
と
し
て
の
至
命
を
今
一
度
認
識
し
、
組
合
員
を
始

め
地
域
の
振
興
の
た
め
、
多
様
な
事
業
に
積
極
的
に
推

進
し
た
い
。
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

収
益
は
昨
年
度
を
約
八
百
二
十
万
円
上
回
る
一
億

九
千
二
百
万
円
余
り
あ
り
、
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力 

の
も
と
事
業
利
益
が 

十
九
万
円
計
上
、
特

別
利
益
を
得
て
、
当 

期
剰
余
金
が
六
十
九 

万
円
。 

前
期
繰
越 

剰
余
金
十
九
万
円 

を
併
せ
、
当
期
未
処 

分
剰
余
金
を
八
十
八

万
円
計
上
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

榛
村
純
一
県
森
林
組
合

連
合
会
長
が
来
賓
祝
辞
で 

戦
後
六
十
三
年
の
森
林
・

林
業
・山
の
歴
史
や
森
の
力

再
生
事
業
実
施
中
に
森
林

組
合
の
熟
練
・信
頼
度
の
確

立
、
三
能
職
員
の
養
成
等

の
『
こ
れ
か
ら
の
森
林
・
林

業
・山
村
・森
林
組
合
』に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

  本 年 度 取 組 事 業 に つ い て   

昨年度同様に組合員皆様の大切な森林を次のような事業で

管理していきます。 

森林整備事業 

・森の力再生事業（約３０ｈａ） ※詳しくは下記参照 

・しずおか林業再生プロジェクト推進事業（約２０ｈａ） 

・流域育成林整備事業（約１０ｈａ）造林・下刈・枝打等も有り 

・奥地保安林整備事業（約６０ｈａ）三倉地区の保安林で実施

低コスト事業 

・森町林業再生プロジェクト（機械化による集約施業） 

指導事業 

・山村境界保全事業（地籍予備調査） 

・広報誌『三木の森林だより』の発行（年４回） 

本年度の目標に向かって役職員一丸となって事業を進めて

参りますのでご支援ご協力を御願いします。 

 



す ぎ 

長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １１，０００円 ９５７円 柱目４寸 

２０～ １３，８００円 １，８２２円 中目 

４．０

１６～１８ １１，０００円 １，２７６円 桁目４寸 

２０～２２ １３，０００円 ２，２８８円 中目 

２４～２８ １３，０００円 ３，５１０円 中目 

６．０
１６～１８ １４，０００円 ２，７１６円 通し柱 

２０～２２ １４，０００円 ４，０６０円 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ ２１，５００円 １，８７１円 柱目４寸 

２０～２２ ２０，０００円 ２，６４０円 太角目 

４．０ 

１６～１８ ２１，５００円 ２，４９４円 土台目４寸 

２０～２２ ２２，０００円 ３，８７２円 中目縁甲取 

２４～２８ ２２，０００円 ５，９４０円 中目 

６．０ 
１６～１８ ３４，０００円 ６，５９６円 通し柱４寸 

２０～２２ ２８，０００円 ８，１２０円 通し柱太角 

購 買 情 報 
今回紹介するのは天然ゴム手袋です。

林業・農業・園芸・日曜大工・ご家庭の

作業にお勧めします。 

柔らかフィットで、しっかりグラブ 

ゴゴゴ ムムム グググ ラララ ブブブ   
特徴 ・手のひら部に天然ゴムを使用し、

丈夫で通気性に優れムレにくい。

   ・新開発のスベリ止め加工で、グ

リップ性に優れている。 

   ・手にぴったりフィット。 

           

          Ｍ・Ｌサイズとも

           ￥１９８円 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               平成２０年１０月１５日 現在 

 

 
                                        発行／森 町 森 林 組 合 

                                              〒４３７－０２０８ 静岡県周智郡森町三倉８２６－２ 

                                              電話 ０５３８－８６－０２１１ ファックス ０５３８－８６－０２１２ 

                                        メールアドレス ｊｉｇｙｏｕ＠ｆｏｒｅｓｔ―ｍｏｒｉｍａｃｈｉ.or.jp 

 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

毎
年
恒
例
の
『
も
り
も
り
２
万

人
ま
つ
り
＆
農
協
祭
』
が
十
一
月

二
十
三
日
（
日
）
に
森
町
文
化
会

館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

当
森
林
組
合
も
例
年
ど
お
り

林
産
物
（
山
芋
・
し
め
じ
）
や
木

製
品
（
ベ
ン
チ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
）

等
を
出
展
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
、

組
合
職
員
に
よ
る
森
町
産
桧
ベ

ン
チ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

三 木 の 森
も

林
り

だ よ り

✎ 

編
集
後
記 

✐ 

い
か
が
で
し
た
か
「
三
木
の
森
林
だ

よ
り
秋
号
」
は
？
昔
か
ら
暑
さ
寒
さ
は

彼
岸
ま
で
と
言
う
様
に
、
朝
夕
は
涼
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
総
代
会
が
無
事

終
了
し
新
年
度
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
左
の
写
真
で
す
が
皆
さ
ん

は
分
か
り
ま
す
か
？
ナ
ン
ト
こ
れ
は
政

令
指
定
都
市
『
浜
松
市
』
と
森
町
の
市

町
境
な
ん
で
す
。
平
成
の
大
合
併
で
こ

 
 
 
 
 
 
 
 

の
森
町
も
隣
接

 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
様
に
な
っ

 
 
 
 
 
 
 
 

た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
で
は
事
務
所

 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
浜
松
は
車

 
 
 
 
 
 
 
 

で
約
十
分
。
笑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
Ｓ

～ 

顔
の
見
え
る
家
造
り
は
実
現
す
る
の
か 
～ 
③ 

次
回
は
『
三
木
の
森
林
だ
よ
り

冬
号
』
で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。  

 

鈴
木
清
之 

 

前
号
で
製
材
さ
れ
た
三
木
の
森

林
産
の
杉
檜
は
実
加
工
を
施
し
ま

す
。
予
め
反
り
や
ね
じ
れ
を
予
想

し
て
少
し
大
き
め
に
挽
い
て
あ
る

の
で
、
使
用
す
る
適
寸
に
加
工
さ

れ
て
い
き
ま
す
。 

 

実
加
工
を
終
え
た
材
木
は
い
よ

い
よ
製
材
所
か
ら
森
町
の
加
藤
建

築
作
業
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。 

到
着
し
た
材
木
は
、
大
工
に
よ

っ
て
一
本
一
本
を
目
で
見
て
、
手

を
触
れ
な
が
ら
熟
練
さ
れ
た
匠
の

技
で
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
い
く
ら
性
能
の
良
い
機
械
で
挽

い
て
も
最
後
に
は
必
ず
鉋
が
け
を

す
る
。
木
は
自
然
素
材
だ
か
ら
」

「
ホ
ゾ
穴
を
開
け
た
り
切
込
み
を

入
れ
る
作
業
は
大
工
の
腕
の
見
せ

所
だ
よ
。」
と
大
工
さ
ん
は
語
る
。

 

一
般
賦
課
金
お
願
い
に
つ
い
て 

組
合
員
の
方
々
に
は
森
林
組
合
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
二
十
年
度
の
一
般
賦
課
金
通
知

書
を
御
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
納
入
下
さ
い
ま
す
様
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
面
積
等
ご
変
更
さ
れ
た
場
合
、

相
続
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
御
不
明
な
点

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
遠
慮
な
く
連
絡
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

担
当 

富
田
敏
子

大工と最終打合せして実加工。 

９寸に挽き直し、あとは鉋をかけて

８寸８分の大黒柱へと変身する。 

 

協力 ： ㈲ 加藤建築 

周智郡森町森２１２０－５ 

電話 ０５３８（８５）０６０５ 

ＨＰ 森町 加藤建築 で検索！ 

 
写真は５寸角の杉材（森町産）を刻む。 

機械に頼りきらず、匠の技を随所に生かす。 

 

そ
の
様
子
は
長
年
の
経
験
と
勘

で
次
々
に
注
文
さ
れ
た
サ
イ
ズ
に

実
加
工
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
長
い
こ
と
や
っ
て
来
て
も
緊
張

す
る
よ
。
間
違
え
れ
ば
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
。
だ
っ
て
、
そ
の
木

は
世
界
に
一
本
し
か
な
い
か
ら
。」

と
中
村
社
長
は
語
る
。 

写真左上段 

鴨居に使う杉

材を刻み、鉋

を掛ける。 

 

写真左下段 

日本間に使用

する床柱を巧

みに手刻み。 

 
左側 浜松市     右側 森町 

 
本年度出品予定の 

森町産桧ベンチ 

※ 全商品数に限りが

ありますのでお早めに

お買い求め下さい。 


